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み られなか つ た ．（3）過沃 度酸 女 化 に よ る ア ン モ ニ ァ の 発

生率 を Conway の 微量 拡散法 を使用 して癌群，非癌群

の Fraction　 4 に つ い て 調べ た が，癌群 7例ではL31 〜

1．96％ ，　健康君乍3例 で 1ま2 曹59〜3．29％
』
（ごあ り，　妊匆辰や 費帚

人 科疾患 で は こ の 中 間 の 値 を 示 した ．　 こ れは ， 癌では

N ・フ オ ル ミル グ ル コ サ ミ ン が減 少 し，　 N 一ア セ チル グ ル

コ サ ミ ン が増加す る た め と考 え られ る．
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　120． 子宮頸癌患者に お け る 血 清化学的成分 の

推移 に 関 す る 研 究

　　　　　　　　 （広島大） 藤原　篤，石橋亨規

　　　　　　　　絹谷一雄 ，角谷哲 司 ，平位 　剛

　吾 k は 子宮頸癌患者 の 治 療に 当 り， 病状 の 軽重 を判定

し，或は最 も適 切 な治療法 を 決 竃 す る指針 とな り，引 い

て は 予後判定 の 指標 とな り得る重要な 因子に つ い て検 討

す る 目的 を 屯 っ て 子 宮頚癌患 者 第 1期22名，第 2期 58

名 ， 第 3期 19名 ， 第4 期 3 名，合計延 102名 の 血 清化学

成分，即 ち血糖，血 清総蛋 白量 ， AIG 比 ， チ モ ール 溷濁

試験，総 コ レ ス テ ロ
ール ，コ レ ス テ ロ ール ・エ ス テ ル ，

NpN
，
　Cl

，
　Na

，
　Ca （非透析性並に 透析性），　 Mg （非 透折

性 ， 並 に透折性），P ，ア ル カ リ
・

フ ォ ス フ ァ タ
ーゼ ， 尿

素 に っ い て ，子 宮頚癌の 進行 期別 ．並 に 治療経過に 伴 う

推移に つ い て 検 討 し，若干 の 成績を得た の で 報 告 す る．

　 （A ）　 子宮頚癌患者 に 於 て は ， （1）血 色素 ， 赤血

球 ， 白 血 球，AIG ， コ レ ス テ ロ ール ・ニ ス テ ル ，及び透

析 性 ・
カ ル シ ウ ム は 病期 の 進行 と共 に 減少 の 傾向 を示 し

（2）NpN ，並 Mg （非透析
JIYI ，透析性 共 に ） は 硝k 増加

の 傾向を示 した が，　 （3）血糖 ， rf［J．清総蛋 白量 ， チ モ ール

溷濁試験 ， 総 コ レ ス テ 卩 一ル ，C1，　Na ，非透析性 カ ル シ

ウ ム ，P ， ア ル カ リ ・
フ ォ ス フ ァ ターゼ ，及 び 尿素 は意

照 の 非担癌患 者の・Fc れ と略同値を示 した．

　 （B ）　 治 療経 過 に伴 う．血色素，血球 並 に 血 清化学成

分 との 関連 に つ い て 子宮頚 癌 第 2期 と第 3期 の もの に つ

い て み る に ，　（1）第 3期 の もの は 第 2期 の もの に 比 し

そ の 変動 が 薯 し く， （2）ア ル カ リ ・
フ ォ ス フ ァ タ

ー
ゼ ，

AtG 比 ， 血 色素 ， 並 に赤 fllL球 は各 f〈 平行 して治療経過と

共 に 変動 し．ア ル カ リ ・
フ ォ ス フ ァ タ

ー
ゼ は レ 線深部治

療毎に 正常範囲内で増減 しな が ら次第に 低値とな る 煩 向

を示 し，AiG 比，血色素，及 び 赤血 球は 加療後全身状

態の 回復 と共に 漸 次 増加 し，正 常化す る 傾 向 を示 した ．

　 （C ）　 血 色素，並 に 血球 と子 宮頚癌患 者 の 血 清化学

成 分との 相関・ft係を見 るに ，（1）　ifll色素 と AtG 比，　Cl，

及びNa ， （2）赤 血 球数と血 糖，　A ！G 比，　 Cl，及 び Na ，

（3）白血球数 と C1
， 及 び Na 、とは各 々 相関 々 係 の 存 在

を認 め ， （4） Ca と Mg に 於 て 非透析性 の もの と ， 透

析性 の もの との 問に は各 k 高度 の 相関 k 係 の 存在 ジ認 め

られ た．

　120．に 対 す る 追加 　　　　 （千葉大）　 今 西　綾子

　私共 は 子 宮 癌 患 者 の 血 清及 び 尿中の K ，Na に っ い て

実験した の で追加 さ せ て 載 き ます．

　子 宮癖患 者 に 於 け る血清 並 びに 尿中の K 及 び Na 量 は

何 れ も増 加 の 傾向 を示 し た ．

　之 を 国際分 類法 に よ り分 類 し各期 の 血 清並 び に 尿中の

K 及び Na，量を 測定 した が血 清 に 於 て は 病巣の 進行 す

る に つ れ て K ，Na 共 に 増量 した ，尿 に於 て は 1期 ，　 ff

期 に は K 及 び Na 量 は 増加 を 示 し挺が 皿期 に 於 て は共 に

減少 した．

　叉 手術前及 び 後 に於 げ る 血清並びび尿 中 の K ，Na 量

に つ い て は 手 術 直後 血 清 の K ，Na は 共 に 減 少 した が尿

中に於 て は K 量 は増加 し Na は減少 した．そ して血 清並

びに 尿中の K ，Na は 共 に 1 週間に て 略回復 した．

　 輸血 の み に よる影 響 は輸 血 後 血 清並 び に 尿 中の K ，Na

量は 共 に 増加 の 傾 向 を 示 した ．

　放射線照射 に よ る影響は Ra 照射に 於 て は 血清の K 及

び Na は低 下 しレ ン トゲ ン 照射 に 於 て は増加 の 傾向を 示

した．

　 術後及び照射後 1 乃 至 3 カ 月に 於 け るif［1清及び 尿中の

K ，Na の 消長を見 た が 有意 の 差 は認 め られ な か つ た が 3

カ 月後 に 於 て血清 K ，Na は 減少の 傾向 を認 め た．

　 更 に こ の 事実 を確認す るた め 白鼠 に吉 田 肉 腫の 接種 を

行 つ た と こ ろ，血清 K ，Na は共に増量 し而 も吉 N 肉種

接種群 の 白鼠の 腹水 を検査 した結果 肉 腫細胞数の 多 い も

の 程 N 分裂艨の 盛んな もの 程血 清 中の K 及 び Na 量 ぽ 共

に 増加 の 傾向が 見 られ た．こ の 事 は入 体実験 に 或程度の

裏付 けに な る もの と考 え る．

　 120．に対する 追加　　　　 （九　大）　 荒木　　勉

　 只 今 は 頚皿清 化 学成分の 推移 を くわ し く報告 さ れ ま した

が ， 私 は対 照 非 癌 患者15削，子 宮頚癌第 1期 10例，且期

20例 皿期 15伊LIV 期 6例，断端癌 2例の わ ず か な例数 で

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

896− 114 第 18群 　悪 桝 腫 瘍 に 関 す る 問 題 1 （代耐，転 移 ） 日 L．．婦 誌 ユ3畚 7 号 臨 時・増 削

す が 1匝冂 及 び 尿 rl1Na ，　 K ，　 CI，　Ca，「而清総蛋 白 量，コ レ

ス テ V 一ル ，同 エ ス テ ル 比 な どを測 定 し， 次 の よ うな 値

を得 ま し、一の で追加致 しま す．

　 ス ラ イ ドに 示 す通 り，血鴻Na ，　Cl，　Ca，尿中 K ，　Ca血

清総蛋白，コ レ ス テ 卩
一ル エ ス テ ル Lヒ等に ぱ 対照 と頚

癌患 者 との 間に 殆ん ど羊 を認 め ず ， 僅 か に 1角精 K に お

い て癌患 者 で対照 に 比 しや 1 低 くく，尿中 Na ，　Cl ’
　
’
）　VR

泄 が 頂癌 1〜π期 に 軽 度の 増加 た示 し，血 清 コ レ ス テ μ

一ル の 皿〜皿期に お ける増加を認 め るに 過 ぎ
巴

せ ん e し

か し こ れ っ 砿 の ず れ も止 常 値の 範囲内に 一） り，特 別 の 意

義、よ得難 く，叉 演 者 が 申 さ れ ま した よ うな Cl の 高値 は

み うれ ま ぜ ん で した ．

　 次 に ， 私 達 の 教室 で は ， 原 則 と して 1 〜丑期 」ヅ ．の は

手術及 び Co 的

後照射 を，皿〜1V期 に は放射線
・
寮法 の み

或 ：ま化 学療法併用 を行 っ て い ます ．J
“

， そ れ．ら治瓦 中L）推

薩 こ つ い て 簡単に 申 します と ， 丁血清電解質に 1訊殆ん ど
・

定 ）変動 は み られ ま せ ん で した ．Jl ，血清 コ レ ス テ μ
一ル

及 L、尿 中 NaC1 の 排泄 が 術後 7 日 に か け て 減
「’

し，14

H 目頃 に は 同 復 しま した が ，Co6°

照射 に よ り再 び減 少

の 順 向 を み せ て い ます ．しか し記療終 了 L気に じ
』
叉 復 元 し

て 来 る 責 うです ．

　 皿〜W 期 の 手 術荏 行 つ て い な い 羊 の でもCび 照 射 で
f

自質の 変動．こ は
・
定 の 攸 向 は 小 6 ず，1血勧 コ レ ス テ ロ

ー

ル の 4 軽 量 の 減 少 一ゑま した ．

　 な 也 放射線照射 中白血 球減 少 の ち つ た 屯の で もユ血清化

学 的成 分 との 特別 の 相関関係 はなか っ た よ う で あ り ま

す ．

　 121．　 子宮頸癌に 対す る C 反 応性 蛋 白試験並び

に こ れ と血清 Properdi 皿 と の 関 係 に つ い て

　　　　　　　　 （信 　大 ） 石 廾次 男 ，

”

1
「

野英明

　　　　　　　　　　　　　宮坂英 男，前沢晴劇

　 悪 性 1重瘍 に 対 す る 0 反 応性蛋 自 （CRP ）の 一 旻 」．一っ

い て は 今 日 な お 知見に 乏 しい ．吾女 は 子宮頚癌患者の C
RP を沈降反応法に よ つ て測 疋 一，特 に 放射線治療下 の

il⊥．移に よつ て 追 Rす 7 とと もに ， 近時癌 自然抵抗性 に 関

辷
』
L／て 問題 とな っ

一
こい る 1亀詐寺 Properdin 　と本 ノ 応 との

［姻 系、つ い て も 若干 燈 討 を 試み 一，

　戊債 の 概要 は次 の 如 くで あ る．

　 （1） 朱処 置の 子 宮 頚 癌 患 者26例 （π期 17例 ，皿期 9

｛．）の t） 丿CRP 反 応 腸 性 を 示 ［，・、LL の は 11例 で 43％ で

ゴ っ た ．万 発の 患者で ：よ 7例 中 5 例
ts
　 71％ 郡 易性で 5 例

と・
02 十 まだ は 3 十 ttt

　nk
’
し陽性 つ 程 雙が洩 い．便常者の

5 例は す べ て 陰性 で あつ た ．

　　（2）　木 反 广 と囗11沈 値 との 関 係 に
t

い て 縣，血沈値工0

以 下の 低 v
’

の LL 陰 性例 が 多 く ，
　 ik　i．陽性 の 程度 の 強 語

　 つ に 血沈値 1．：大で ち る 傾向 を み る．棄た経過 rP に 本 反

応 ．ノ陰性 イ
’

勤る 場 合 に 宅，血 沈 値 は依然 と して 高 い 値 を示

す揚合 广 屡 々 み られ ， 血眈 よ り CRP の 方 が鋭敏 に 反応

　．爪 す よ うし 考え られ、る．

　 （3）　頚癌患者 に て，面清総 蛋 自 丁．O以 ドの もの で 陵

CR1 ，

陽憧 バ
・や 多 く， 6．4以 下 の も の は す べ て 「湯性

　（全陽 生例 の 14％ ） で，CRP 陽性 例 の 血 清総蛋 白は 陰

性例 一く らべ て幾 ら∂ 低 い 値 を 示 す 顴 向が あ る よ 旗 二思

わ れ る ．

　 （4）　根 沿 「術 を 行 っ た 頚癌患者に っ ざ 術後 の 経過 r

追 究 ケる に，術後 7H 目に け 増強 の 傾向が あ るが 14 日 目

に は メ依落 ちっ き，2Qli以 後 ｝こ な る と術前 陽 性 で わ つ 、c

亀の 屯大部分ガ 陰性化す る 傾向 が 拳
1

ノ る．

　 （5） 敏射線治界後 り推移をみ る と，合併 liiな どを雄

い や すい 門：発 比々 除 ；戯　 照射前陽性 での つ た もの z ・照

剔 台春 礎に は匡
飼

生と化
『
，
−

r の ．う ♪ くな い ．

　 （6）　Cobb　i宀接！l貫射の 易合は 照射当初 k．一本交応 ，bX却

つ て 増
二

弄甲厘 向 が な 〜れ る．こ れ 工 照 射前陰性 ま 广 壕

疑陽性 であ
τ
丿 ∴：愚者 ：・一つ い て 調べ て み る と，

20〜25mc

cつ　CoG °

を使 1日した 場
へ

大体 20時 「謁か ら140 駐 間
一
ご反応 の

善現乃 至 増強が r・．」 られ る．

　 （T）　次に 亅ll．Li”「f　 Properdin 　　Barlo “
T っ Phage 　中

和 ド去に員liつ 1［租率 乙・ろ一
造 匹，値 　求

工
），　 CRP とノ）関係 坐

　 へ］
』
した，Properdin 値 は 頚癌で

t
．特 に 進行畦の 進ん

tt

t’
一．の に 低 い 碩向を認 め た が，　 ］

一
術 ．　 ）1．．移 を 観察す る

に ，筰後 1HL こ Phage 」11和 彳
．
一「｛ 降 し，そ れ と と も：

・
二

CRI ・
ご 1し刀 、生を あ b わ し．前者 ほ 術後 7H ，14日頃 に

は 大 部 　 とへ 戻 ⊃傾 向 を 示 す．な 層 放射線治療、二お い て

は ， 照射当初 ：1：Phagc 中 和率 llよ下が る 煩向 が あ るガ そ

の 後 は や マ 同 復∂ 献か み られ る．

　 以 上 か ら血 清 Properdin と CRP との 間に は こ の 場

合 或 る 程 曳ン：）閧係 を認 め る こ とカ　ー蓉 る ．

　以 上 の 成fi−、ハ る，　 C 反广 毛蛋白試験は こ れ 6：瘤診断：こ

PLZ 用 づ ろ こ とは 適 当 で な い が，も ご 尋） と
・
虻 常 者 に は あ ら

わ れ ず，一．t こ合 β 1：ガ ．V・限 り倶 1、Lε1治療，こ ヒつ て 屡 ft 陰

性 化 し
．
下
発1 丁、｝ 陽性 とな る もの が 少 くない の で ， お漂

f’の follOw　 up 　l＿r［厂 1）検査 と併 用 して イご！r」であ 7 と考

え る． −ttこ頚 劭 二耆 ；・．お け ） Propcrdin の 追 究 は 師 味

あ る問題
』
t−．v ．P5

．t，こ れ に つ い て は 更 し 射妾の 研 究 に俟

ちた い と戸　う．

　121．に対 す る 質 問　　　　 （t’”大 ）　 井 E　尊文

N 工工
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